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　退任する人権擁護委員への感謝状贈呈式と、
新任委員への委嘱状の交付式が併せて行われま
した。
　感謝状は、２期６年委員を務めた久保やす代さ
ん(成出)と、１期３年を終えた竹内傳太夫さん(持
田)に手渡されました。
　また新たに、赤尾典子さん(田井野)と中村正人
さん(堤)が委員に委嘱されました。
　新任の中村さんは「人権啓発と一緒に他の機
関とのパイプ役を担っていきたい、また自分の人
権意識をより高められるよう努力していきたい」
と抱負を語っておられました。

6月23日からパレア若狭ギャラリーにおいて、福井の伝統的工芸品の創作
活動をリードする若手職人の作品展示が行われました。その最終日の7月16
日に工芸の魅力と職人の技にふれることを目的として約70人の参加者が風
鈴づくり(越前和紙 柳瀬靖博さん)、時計づくり(越前箪笥 山口祐弘さん)、電
動ろくろ体験(越前焼 泉 直樹さん)、箸研ぎ(若狭塗 加福宗徳さん)、アクセ
サリーづくり(若狭めのう細工 上西宗一郎さん)を体験しました。 

人権擁護委員感謝状贈呈式及び委嘱状交付式7/10

福井7人の工芸サムライ展 工芸体験7/16

若狭高校3年生 勝見緑さん、河南遥さん、吉田涼香さん(脇袋在住)が全国77校の中から優秀賞を受賞されました。7月17日に受賞
説明会が若狭高校であり、喜びを語っていただきました。

「日本地球惑星科学連合」ポスター発表 優秀賞受賞5/20

海水浴シーズンを迎えるにあたり、浜開き式が開催されました。当日は荒天が予想されたため、小川の若狭三方漁業協同組合の2
階にて（一社) 若狭三方五湖観光協会の主催で神事が行われました。町内観光関係者約40人が出席し、闇見神社の渡辺禰宜の主祭
のもと海の安全と繁栄を祈願しました。

浜開き式7/4

「鳥浜における縄文人の出現」～微粒炭・花粉分析を用いた縄文草創期の人間活動の検証～
1961年に三方湖の上流で鳥浜貝塚が発見され、それをきっかけに水月湖の「年縞」の研究が進み、2013年にその成果が公

表されました。年縞から過去の年代がより正確に決定できるようになったことを知り、微粒炭で人間活動の様子、花粉化石でそ
の時代の気候をそれぞれ調べると、その因果関係が分かるのではないか
と思いテーマを決められたそうです。

昨年の4月より週2回のペースで花粉の種類の見分け方のトレーニング
に励み、夏休みに本格的に研究に取り組まれました。三方湖でとれた32
サンプルを丁寧に根気よく観察し、データをとっていきました。その結果
人間活動の年代が特定され、気候との因果関係も徐々に解明されていき
ました。急な寒冷化にも見舞われましたが、それをしのぎながら縄文人は
定住を始め、鳥浜貝塚のムラを拡大していったことが分かったそうです。
写真右の脇袋在住の吉田涼香さんは「将来理科の先生を目指しています。
この発表で体験した〝面白さ〟を子供たちへ伝えていきたい！」と感想を述
べていました。

※微粒炭：火を使うと煙とともに巻き上げられる細かな炭化した黒色の植物片

福井ミラクルエレファンツ「若狭町の日」開催7/15

美浜町民広場野球場に
おいて行われたプロ野球
BCリーグ福井エレファンツ
対信濃グランセローズ戦で

「若狭町の日」として開催さ
れ、町長が試合前に挨拶と
始球式を行いました。また
町職員とわかさ梅ぼうが福
井国体や9月にオープンす
る年縞博物館、その他町の
観光名所のPRをしました。
さらに球場内では、梅干し
など特産品のプレゼント抽
選会が実施されました。

左から中村正人さん、赤尾典子さん、森下裕町長、久保やす代さん、竹内傳太夫さん
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全国大会出場者激励会3/3
～18

　7月21日から始まる夏
の交通安全県民運動に
伴い、町内主要交差点等
で街頭指導を行いまし
た。交通安全協会、交通
指導員、町議会議員、交
番・駐在所連絡協議会ほ
か各警察署など協力し、
登校する小学生らの交通
事故防止を図りました。

夏の交通安全運動7/20

7/17

幸田浩子&Ｊスコラーズコンサート
　パレア若狭音楽ホールにお
いて、ソプラノの幸田浩子さ
んと合唱団Ｊスコラーズとの
コンサートが開催されました。
　親しみやすい日本の歌曲か
ら演歌、世界の民謡、オペラ
に至るまで、ピアノの榎本さ
んが解説をつけての楽しいコ
ンサートでした。
　地元美方高校合唱部も共
演し、観客も暑さをひととき
忘れ音楽の清涼感に浸ってい
ました。

　この夏、若狭町から全国大
会に出場する児童生徒の激
励会が役場三方庁舎にて開
かれました。インターハイを
はじめ、全国道場少年剣道大
会、全国高校総合文化祭、全
国かるた中学生選手権大会
など、小中高校生が24名出
場します。この日はその内11
名が参加し、選手一人ひとり
が意気込みを語りました。森
下町長は「体調に気をつけて
頑張ってください」と激励し、
名産品の梅干しなどを贈りま
した。

7/21
野木地区交通安全茶屋開催

　野木老人クラブ寿会主催で野木公民館前の県道で交通安全茶
屋が行われました。小浜警察署、若狭交通安全協会等の協力のも
と、啓発品をドライバーに手渡し、交通安全を呼びかけました。そ
の後、公民館で小浜警察署員による交通安全講話を聞き、交通安
全の大切さを学びました。

7/25

福井県消防操法大会
　福井市の福井県消防学校において第67回福井県
消防操法大会が行われました。町からポンプ車操法
に三方消防団本部分団と上中消防団特別機動分団、
小型ポンプ操法に三方消防団第二分団がそれぞれ出
場され、三方消防団第二分団が第2位に入賞されま
した。（写真は役場に報告に来られた時のものです）
　参加された団員の皆さん、長い訓練大変お疲れ様
でした。

7/21

三方小「ゆりかご米」学校田 
コイ・フナの調査放流

　三方小児童が5月に町との連携
により田植え体験を行った「ゆり
かご田」で、卵から孵化したコイ
やフナの稚魚の観察を行いまし
た。当日は里山里海湖研究所の小
嶋明男さんを講師に、コイとフナ
の見分け方などの指導を受けなが
ら、5年生17名が魚の数や成育状
況を調査し、田んぼと生き物との
共生などについて学びました。そ
の後、湖の在来魚の保全と特産振
興を図るため、児童は三方五湖に
つながる川に稚魚を放流しました。

7/25
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